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二
〇
〇
六
・
七
年
度
に
、
三
つ
の
大
学
の
演
習
で
、
身
体
感
覚
に
由
来
す
る
感
情
語
で
あ
る
「
斷
腸
」
な
ど
の
「
腸
」
語
を
含
む
感
情
表

現
を
取
り
上
げ
、
多
く
の
受
講
生
と
共
に
各
詩
人
の
特
徴
を
見
た
。
そ
の
演
習
に
よ
る
各
論
に
つ
い
て
は
、
次
の
会
報
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

『
中
唐
文
學
會
報
』
第
一
四
号　

二
〇
〇
七
年
一
〇
月　
（
五
一―

一
六
九
頁
）

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
八
月
現
在
、
二
〇
〇
六
年
度
に
杏
林
大
学
で
行
わ
れ
た
中
唐
文
学
会
大
会
で
の
報
告
資
料
が
次
の
ブ
ロ
グ
に
公
開
さ

れ
て
い
る
。

中
唐
文
学
会
公
式
ブ
ロ
グ
（
二
〇
〇
六
・
七
年
度
）
資
料
「
詩
人
の
個
性―

感
情
語
『
腸
』
に
よ
る
分
析―

」
チ
ー
ム
市
川

http://ztw
.seesaa.net/archives/�00��0-�.htm

l

本
稿
で
は
、
先
秦
詩
か
ら
唐
詩
ま
で
の
世
界
を
俯
瞰
す
る
形
で
、
唐
詩
を
中
心
と
し
て
概
論
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
授
業
報
告
の
形
で
、

二
〇
〇
六
・
七
年
度
に
ど
の
よ
う
に
演
習
を
行
っ
た
か
を
記
す
。
各
論
と
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る纊
。

一
、
概
論

「
腸
」
語
の
初
出
は
早
く
、
淵
源
は
『
詩
經
』
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。「
迴
腸
」「
腸
中
車
輪
轉
」
と
い
っ
た
回
腸
系
の
語
は
漢
代
か

「
腸
」
表
現
に
よ
る
中
国
古
典
詩
分
析
の
試
み

―

概
論
と
演
習
方
法―

市　

川　

桃　

子　
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ら
見
ら
れ
る
。「
斷
腸
」
と
い
う
と
、『
世
説
新
語
』
に
載
る
猿
の
母
子
の
話
が
有
名
で
あ
る
が
、「
断
腸
」「
切
腸
」
と
い
っ
た
「
断
腸
」
系

の
詩
語
は
魏
か
ら
出
現
し
、
六
朝
時
代
に
は
、
悲
哀
を
表
す
抽
象
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
唐
代
以
降
に
長
く
詩
語

と
し
て
使
わ
れ
る
「
愁
腸
」、「
傷
腸
」
の
語
も
、
魏
に
見
ら
れ
る
。
漢
魏
に
は
、「
腸
憤
悁
」「
驕
腸
」
と
い
っ
た
怒
り
や
驕
り
の
表
現
、

「
樂
腹
腸
」
と
い
っ
た
喜
び
の
表
現
も
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
六
朝
詩
に
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
唐
代
の
様
相
を
分
析
す
る

と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

本
章
末
に
あ
る
表
�
は
、
今
回
調
査
し
た
詩
人
の
「
腸
」
語
を
含
む
詩
句
の
数
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
白
居

易
や
李
白
、
孟
郊
が
多
く
の
句
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
白
居
易
は
作
品
数
が
多
い
の
で
、
そ
の
為
に
「
腸
」
語
を
含
む

詩
句
も
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
グ
ラ
フ
だ
け
で
は
比
較
で
き
な
い
。
表
�
の
グ
ラ
フ
は
、「
腸
」
語
を
使
っ
た
詩
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
詩
人
の
作
品
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
�
に
あ
る
「
腸
」
語
を
含
む
詩
句
を
各
詩
人
の
詩
句
総
数褜
で
割
り
、
さ
ら
に

�0000

を
乗
じ
た
。
詩
句
総
数
に
占
め
る
「
腸
」
語
の
割
合
は
ご
く
小
さ
い
の
で
、
統
計
的
な
意
味
は
不
確
か
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
王
維
と
孟
郊
や
韋
荘
を
比
較
し
て
み
る
と
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
は
お
お
よ
そ
詩
人
の
生
年
に
よ
る
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
前
後
し
て
い
る
者
も
あ
る
。
各
詩
人
の
作
品

を
分
析
し
た
結
果
、
王
維
か
ら
劉
禹
錫
ま
で
と
、
韋
応
物
か
ら
孟
郊
ま
で
、
ま
た
元
稹
か
ら
韋
荘
ま
で
の
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
グ
ラ
フ
の
内
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
全
体
に
低
調
で
、
グ
ラ
フ
の
長
さ
が
不
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
第
三

の
グ
ル
ー
プ
は
、
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
作
品
の
相
互
に
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
対

し
て
、
第
二
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
作
品
の
相
互
に
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
こ
の
グ
ラ
フ
に
も
関
連
さ
せ

て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
表
�
で
、「
腸
」
語
の
用
法
を
見
る
。「
感
情
語
」
と
は
「
斷
腸
の
思
い
」
の
よ
う
に
感
情
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。「
性
格
」
に
は

「
剛
腸
」
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。「
臓
物
」
は
文
字
通
り
「
は
ら
わ
た
」。「
路
の
比
喩
」
と
は
全
て
「
羊
腸
」
と
い
う
語
で
あ
る
。「
そ
の
他
」
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は
「
心
」「
志
」
の
よ
う
な
、
上
記
の
分
類
に
当
て
は
ま
ら
な
い
意
味
を
持
つ
も
の
と
、「
魚
腸
剣
」
な
ど
の
名
称
で
あ
る
。
な
お
、
王
維
は

「
腸
」
語
を
含
む
詩
句
が
二
句
し
か
な
く
、
こ
の
グ
ラ
フ
に
載
せ
る
意
味
が
小
さ
い
の
で
、
省
略
し
て
あ
る
。

表
�
を
、
各
詩
人
の
作
品
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と
表
�
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
に
な
る
。

岑
参
、
李
商
隱
、
韋
荘
は
感
情
を
表
す
と
き
に
し
か
「
腸
」
語
を
使
わ
な
い
が
、
韓
愈
に
は
臓
物
で
あ
る
「
は
ら
わ
た
」
の
表
現
が
多
い
。

劉
禹
錫
は
感
情
語
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
感
情
語
が
性
格
と
重
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
岑
参
等
と
同
じ
よ
う
に
は
論
じ

ら
れ
な
い
。

で
は
感
情
表
現
に
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
�
に
各
詩
人
の
用
法
を
ま
と
め
る
。
そ
れ
を
各
詩
人
の

作
品
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と
表
�
の
よ
う
に
な
る
。
岑
参
は
「
斷
腸
」
語
し
か
使
わ
な
い
。
韓
愈
は
「
斷
腸
」
語
を
使
わ
な
い
。
李
白
、

白
居
易
、
岑
参
と
、
元
稹
、
杜
牧
、
李
商
隱
、
温
庭
筠
、
韋
荘
に
「
斷
腸
」
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
韋
応
物
か
ら
孟
郊

ま
で
は
、「
斷
腸
」
語
を
あ
ま
り
用
い
な
い
。
ま
た
、
中
頃
に
あ
る
、
韓
愈
、
李
賀
、
孟
郊
に
は
「
そ
の
他
」
の
部
分
が
多
く
、
彼
ら
が
六

朝
以
来
の
定
型
的
な
語
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
腸
」
語
を
含
む
表
現
は
、
大
き
く
は
、
悲
哀
な
ど
の
言
葉
と
ほ
ぼ
同
義
の
抽
象
的
な
感
情
表
現
と
、
悲
し
み
の
余
り
腸
が
の
た
う
ち
外

に
出
て
う
ね
る
、
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ば
比
喩
的
で
具
象
的
な
感
情
表
現
と
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
こ
の
表
現
が
表
す
感
情
は
悲
哀
が
多

い
が
、
切
な
さ
、
怒
り
、
恨
み
、
鬱
憤
も
あ
り
、
例
は
少
な
い
が
歓
喜
や
興
奮
も
あ
る
。

抽
象
的
な
表
現
を
取
る
の
は
、
王
維
、
岑
参
、
李
白
、
杜
甫
、
白
居
易
、
劉
禹
錫
を
経
て
、
元
禛
、
李
商
隱
、
韋
荘
、
杜
牧
、
温
庭
筠
へ

と
続
く
人
々
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
は
元
禛
以
降
、
変
化
を
見
せ
る
。

具
象
的
な
表
現
を
取
る
の
は
、
韋
応
物
か
ら
は
じ
ま
り
、
柳
宗
元
、
韓
愈
、
李
賀
、
孟
郊
へ
と
続
く
。
唐
代
で
見
る
限
り
で
は
、
こ
の
表

現
は
孟
郊
ま
で
で
、
断
ち
切
ら
れ
た
よ
う
に
終
わ
る
。
晩
唐
の
主
要
な
詩
人
た
ち
に
は
見
ら
れ
な
い
。

表
�
は
、
そ
の
関
係
を
、
詩
人
の
生
卒
年
と
の
関
わ
り
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
調
査
し
た
各
詩
人
の
作
品
分
析
と
、
演
習
で
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行
っ
た
各
論
と
を
考
え
合
わ
せ
て
考
察
し
た
結
果
、「
腸
」
表
現
に
関
し
て
見
る
限
り
に
お
い
て
、
ピ
ン
ク
で
記
し
た
、
王
維
か
ら
劉
禹
錫

と
、
青
で
記
し
た
韋
応
物
か
ら
孟
郊
ま
で
、
さ
ら
に
、
緑
で
記
し
た
元
稹
か
ら
温
庭
筠
ま
で
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
今
回
述
べ
た
概
論
の
論
証
に
つ
い
て
は
、
各
論
と
併
せ
る
形
で
述
べ
る
機
会
を
別
に
持
ち
た
い
。

北
宋
の
詩
人
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
調
査
し
た
詩
人
の
数
が
少
な
い
の
で
、
全
体
的
な
傾
向
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
少
な
い
例
を
見
て
も
、
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
欧
陽
修
、
蘇
軾
は
「
断
腸
」
語
を
多
用
し
、
唐
代
に
お
け
る
第

一
の
グ
ル
ー
プ
に
傾
向
が
似
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
王
安
石
詩
に
は
う
ね
う
ね
と
山
を
巡
り
、
湖
海
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
未
練
の
腸
が
描
か

れ
て
い
る
。

「
送
張
拱
微
出
都
」

腸
胃
繞
鍾
山　
　

腸
胃
は
鍾
山
を
繞
り

形
骸
空
此
留　
　

形
骸
空
し
く
此
に
留
ま
る

「
次
韵
奉
酬
覺
之
」

山
林
病
骨
煩
三
顧　
　

山
林 

病
骨 

三
顧
に
煩
ひ

湖
海
離
腸
欲
萬
周　
　

湖
海 

離
腸 

萬
周
せ
ん
と
欲
す

か
く
、
王
安
石
は
あ
き
ら
か
に
唐
代
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
を
繼
ぐ
者
で
、
そ
れ
も
孟
郊
の
か
な
り
過
激
な
表
現
を
さ
ら
に
極
め
る
も
の
で

あ
る
。

今
回
行
っ
た
よ
う
な
、
詩
語
に
よ
る
唐
代
の
作
品
分
析
を
き
ち
ん
と
行
え
ば
、
そ
れ
と
比
較
す
る
形
で
、
宋
代
の
詩
人
論
を
述
べ
る
と
い

う
研
究
方
法
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
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元
稹

温
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商
隠

温
庭
筠

李
商
隠

元
稹
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二
、
演
習
の
方
法

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
に
か
け
て
、
三
つ
の
大
学
で
演
習
を
担
当
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
こ
で
、
共
通
の
主
題
と
し
て
、
中

国
古
典
詩
に
於
け
る
「
腸
」
表
現
を
取
り
上
げ
、
明
海
大
学
で
は
先
秦
か
ら
六
朝
を
、
東
京
大
学
で
は
唐
代
を
、
東
北
大
学
で
は
宋
代
を
、

受
講
生
と
共
に
調
査
し
た
。
明
海
大
学
と
東
京
大
学
で
は
通
年
で
一
年
間
の
、
東
北
大
学
で
は
五
日
間
の
集
中
講
義
で
あ
っ
た
。

先
秦
か
ら
六
朝
時
代
ま
で
は
、
受
講
生
が
自
ら
工
夫
し
て
、
経
時
的
に
統
一
し
た
表
を
作
っ
た
。
表
に
あ
る
項
目
は
、
①　

詩
題　

②　

作
者　

③　

詩
句
原
文　

④　

詩
意　

⑤　

腸
の
用
例　

⑥　

腸
の
分
類　

⑦　

感
情
の
主
体　

⑧　

誘
因　

⑨　

感
情　

⑩　

備
考　

⑪

　

書
名
と
頁　

で
あ
る
。
資
料
は
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
を
基
本
と
し
、
先
秦
に
つ
い
て
は
十
三
経
及
び
史
書
な
ど
の
、
漢
詩

以
降
に
つ
い
て
は
『
文
選
』『
古
詩
源
』『
玉
臺
新
詠
』
な
ど
の
資
料
を
参
照
し
た
。

唐
代
と
宋
代
に
つ
い
て
は
、
授
業
の
初
め
に
次
の
よ
う
な
要
領
を
配
布
し
た
。

①　

担
当
す
る
詩
人
を
決
め
る
。　

②　

唐
代
に
つ
い
て
は
寒
泉
で
「
腸
」
語
を
含
む
詩
句
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。（
宋
代
に
つ
い
て

は
『
全
宋
詩
検
索
系
統
』鍈

で
検
索
す
る
。）
さ
ら
に
別
集
な
ど
で
校
勘
を
す
る
。　

③　

作
品
を
読
む
。
作
者
が
ど
の
よ
う
な
時
に
ど
の
よ

う
な
思
い
を
表
現
す
る
た
め
に
「
腸
」
表
現
を
使
う
か
、
に
つ
い
て
考
え
る
。　

④　

レ
ジ
ュ
メ
を
作
っ
て
報
告
を
す
る
。
作
品
が
少
な
い

場
合
は
授
業
時
に
全
て
を
報
告
す
る
。
作
品
が
多
い
場
合
は
、
重
要
だ
と
思
う
作
品
を
報
告
す
る
。　

⑤　

レ
ジ
ュ
メ
の
作
り
方
は
以
下
の

通
り
。　

報
告
者
の
名
前
、
報
告
年
月
日
、
作
品
（
詩
題　

本
文　

訓
読　

校
勘　

意
味　

コ
メ
ン
ト
）、「
腸
」
表
現
に
つ
い
て
の
意
見　

⑥　

期
末
レ
ポ
ー
ト
は
以
下
の
通
り
。
主
題
は
「
担
当
詩
人
の
腸
表
現
に
つ
い
て
」。
主
要
な
作
品
の
解
釈
を
含
む
こ
と
。
小
論
文
と
し
て

「
序
論
、
本
論
、
結
論
」
の
結
構
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
主
題
は
一
つ
に
限
る
こ
と
。

こ
の
演
習
に
参
加
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
者
と
そ
の
分
担
及
び
主
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
所
属
は
明
海
大
学
と
東
京
大
学

に
つ
い
て
は
二
〇
〇
六
年
度
、
東
北
大
学
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
度
の
も
の
で
あ
る
。



��

　
【
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
】

先
秦
漢
魏　

―

初
出
の
捜
索―

 

明
海
大
学
応
用
言
語
研
究
科　
　

博
士
課
程
後
期　
　

柴
田
知
津
子　

晋　

―
定
着
に
向
か
っ
て―

 

明
海
大
学
応
用
言
語
研
究
科　
　

博
士
課
程
前
期　
　

陳
納
新

宋　

―
定
着
に
向
か
っ
て―

 

明
海
大
学
応
用
言
語
研
究
科　
　

博
士
課
程
後
期　
　

劉
道
明

齊　

―

抽
象
化
に
向
か
っ
て―

 

明
海
大
学
応
用
言
語
研
究
科　
　

博
士
課
程
前
期　
　

劉
道
明

梁　

―

抽
象
化
の
道
程―

 

明
海
大
学
応
用
言
語
研
究
科　
　

博
士
課
程
前
期　
　

柳
宇
星

陳　

―

抽
象
化
の
帰
結―

 

明
海
大
学
応
用
言
語
研
究
科　
　

博
士
課
程
前
期　
　

李
香
蘭

　
【
唐
】

盛
唐
・
杜
甫　

―

個
人
に
優
先
す
る
公
的
憤
慨―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

遠
藤
星
希

中
唐
・
白
居
易　

―

親
し
い
者
へ
の
哀
惜―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

修
士
課
程　

加
納
留
美
子

中
唐
・
韋
応
物　

―

「
結
中
腸
」
か
ら
窺
え
る
内
臓
感
覚
へ
の
回
帰
を
中
心
と
し
て―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

遠
藤
星
希

中
唐
・
柳
宗
元　

―

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
「
腸
」―

 

東
京
大
学
文
学
部
言
語
文
化
学
科
中
国
語
中
国
文
学　

専
修
課
程　

藤
田
玲

中
唐
・
韓
愈　

―

感
情
が
在
り
置
か
れ
入
り
生
ま
れ
る
空
間―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

田
中
智
行

中
唐
・
李
賀　

―

内
臓
感
覚
へ
の
立
ち
返
り
を
求
め
る
言
葉―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

高
芝
麻
子

中
唐
・
孟
郊　

―

視
覚
化
さ
れ
る
感
情―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

田
中
智
行
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中
唐
・
劉
禹
錫　

―

性
格
表
現
と
感
情
表
現
の
接
近―

東
京
大
学
文
学
部
言
語
文
化
学
科
中
国
語
中
国
文
学　

専
修
課
程　

武
井
遥
香

盛
唐
・
李
白　

―

「
喪
失
」
に
応
ず
る
「
腸
」―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

山
崎　

藍

盛
唐
・
岑
参　

―

全
て
が
「
斷
腸
」―

 

東
京
大
学
文
学
部
言
語
文
化
学
科
中
国
語
中
国
文
学　

専
修
課
程　

武
井
遥
香

晩
唐
・
杜
牧　

―

他
者
と
共
有
せ
ず
、
動
植
物
と
共
有
す
る
感
情―

 

東
京
大
学
社
会
文
化
研
究
専
攻
社
会
学　
　
　
　
　
　

博
士
課
程　

欧
陽
宇
亮

晩
唐
・
李
商
隠　

―
内
臓
感
覚
の
捨
象
さ
れ
た
「
腸
」―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

高
芝
麻
子

晩
唐
・
韋
荘　

―

内
向
す
る
甘
美
な
苦
痛―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

博
士
課
程　

高
芝
麻
子

中
唐
・
元
稹　

―

切
り
取
ら
れ
た
悲
哀
の
瞬
間―

 

東
京
大
学
大
学
院　

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　

修
士
課
程　

加
納
留
美
子

晩
唐
・
温
庭
筠　

詩
詞　

―

美
意
識
を
喚
起
す
る
要
素―

　

 

東
京
大
学
大
学
院　

社
会
文
化
研
究
専
攻　
　
　
　
　

博
士
課
程　

欧
陽
宇
亮

　
【
宋
】

北
宋
・
欧
陽
修　

―

「
断
＋
○
○
＋
腸
」―

 
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
語
学
中
国
文
学
専
攻
博
士
課
程　

菅
原
尚
樹

北
宋
・
梅
尭
臣　

―

様
々
な
表
現
の
追
求―

 

東
北
大
学
文
学
部
人
文
社
会
学
科
中
国
文
学
専
修　
　
　
　
　
　
　
　

薪
塩　

悠

北
宋
・
黄
庭
堅　

―

感
情
を
揺
さ
ぶ
る
音―

 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
語
学
中
国
文
学
専
攻
修
士
課
程　

平
間
雪
絵

北
宋
・
陳
与
義　

―

詩
作
に
関
わ
る
腸―

 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
語
学
中
国
文
学
専
攻
博
士
課
程　

田
島
花
野

注（
�
）　
「
腸
」
語
を
含
む
詩
句
に
は
、「
は
ら
わ
た
」
そ
の
も
の
を
述
べ
る
も
の
も
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の
よ
う
な
表
現
は
扱
わ
な
い
。
感
情
表
現
に
限
る
。



�0

ま
た
、「
剛
腸
」
語
の
よ
う
に
、
性
格
を
述
べ
る
言
葉
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
考
察
に
含
め
た
。

（
�
）　

詩
句
総
数
は
中
華
書
局
『
全
唐
詩
索
引
』
に
よ
る
。

（
�
）　

北
京
大
学
数
拠
分
析
研
究
中
心　
　

北
京
大
学
出
版
社
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